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国際シンポジヲム*サステナピリティヲィーク 2013
北海道大学環境健康科学研究教育センター主催 zfま34

予防原則とし追う考え方

2013年

シンポジウム主旨

北海道大学
サステナピリティ・ウィーク

2013 

持続可能で人々が安心して生活できる社会をつ

くるために、「予防原則」という考え方がどのよう

に役立つかを専門家と市民が一緒に学び考える

ための企画です。自然科学、予防医学、公衆衛生

学、社会科学芯ど様々な観点か5、1.予防原則の

概要、2.水俣病か5の教割|、2.環境化学物質ぱく

露による子どもの健康、4.アジアの出生コーホー

ト研究コンソーシアム、5.予防ベースのリスクガ

パナンス、!こ関する5つの演題を提供します。その

上で、予防的方策とはそもそもどのような考え方

を意味するのか、それは私たちの喜5しの安全に

役立つのか、どのようにして環境を起因とする健

康へのダメージを避けるととに役立つのか、など

の視点から持続可能芯社会構築への学びの機会

とします。

11/ @ 1$304mO(開場 13:00)

北海道大学学術交流会館小講堂

長島美 織

司会:大林由英謀議議議EJ242で兼務

岸 玲子高2223学研究教育センル

北海道大学大学院メテ‘ィア・コミュニケーション研究院

環境健康科学研究教育センター兼務

坂本峰至
環境省国立水俣病総合研究センター

国際総合研究部/疫学研究部長

荒木敦子
北海道大学環境健康科学研究教育センター

Prof. Pau chung CHEN 
National Taiwan University College of Public Health 

Prof.O同winRENN<ビデオ会欝>

University of Stuttgart， Environmental Sociology 
and Technology Assessment 

TEL011-706-4746 FAX011-706-4725 
E-mail info@cehs.hokudai.ac.jp 

URL http://www.sustain.hokudai.ac.jp/sw/jp/ 
担当:荒木・高橋

-主催/北海道大学環境健康科学研究教育センター

・共催/医学研究科、教育学研究院、保健科学研究院、

メディア・コミュニケーション研究院

.後援/環境省北海道地方環境事務所、札幌市、

札幌市教育委員会、札幌市保健所

駐車場はありませんので、公共交通施設をご利用ください。WARMBIZ実施中!暖かい服装でおこしください。『グリーンMICE推進奨励賞』受賞!環境に優しい運営を心掛けています。


